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文責 校長 谷川龍三

９月１０日（月）避難訓練を行いました。桔梗野小学校では、年に３回避難訓練を行っていま

すが、そのうち１回は授業時間ではない時に災害が発生したことを想定して行っています。今回

は、そうじの時間終了後に家庭科室から出火したという想定で訓練を行いました。

これまで、授業時間に火事や地震が発生したという想定で行った訓練は、回を重ねるごとに避

難時間が短くなり、真剣な態度でおしゃべりもなく、合格点をあげられるものでした。

しかし、今回の避難の様子は、残念ながら合格とは言えませんでした。非常ベルが鳴り、その

後教頭先生の指示の放送が流れている時におしゃべりをして放送を聞いていない子や、笑ってふ

ざけながら避難してきた子がいたのです。もちろん、真剣に取り組み、近くの下級生に声をかけ

て誘導する高学年や、放送を聞くときには動きを止めて口を閉じて最後までしっかりと聞いてい

る子がほとんどでしたが、一部に真剣みが足りない子がいたのです。ですから、合格点をあげる

ことはできませんでした。

＊

２００４年のインドネシア・スマトラ沖地震の時、１０歳の少女が１００人もの命を救ったの

だそうです。海岸にいたほとんどの人が波が引くのを面白がって見ていたそうですが、少女は訓

練の時に「大津波が来る前に、海岸の水が引く」ということを学び、そのことを思い出して大人

に話し、多くの人が高台に避難して命が救われたのだそうです。

災害はいつ起きるか誰にも分かりません。でも、最悪を想定して真剣に訓練に取組むことは誰

にでもできます。真剣に取り組むことで避難の仕方や大事なことを知識としてしっかりと身に付

けることができます。「自分の命は、自分で守る」力を育てるには、たとえ訓練でも真剣に取り組

まなければならないことを学んでくれたはずです。

今日で平成３０年度の前期が終了しました。子供たちには、これまで頑

張ってきたことや成長ぶりについて終業式の時に話しました。子供の成長は、竹のようにまっす

ぐに伸びている時もあれば、曲がったり立ち止まったりする時もあります。長い期間で見れば、

どの子も必ず成長しています。今日担任から渡された通信票をもとに、ご家庭でも後期の学習や

生活について話題にしていただければと思います。

１０区町内ホットサロン（代表：原田さん）より、学

校へと手縫いの雑巾を寄贈していただきました。昨年度

も寄贈していただていました。本校は砂埃が校舎内に入

るため、廊下や階段の拭き掃除が不可欠です。新品の雑

巾もあっという間に茶色でぼろぼろになってしまいます。

ピカピカな校舎で、気持ちよく過ごすために、さっそ

く使わせていただきます。大変有難うございました。
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学校行事

１０／１日（月）後期始業式、手づくり弁当の日 １１／５日（月）学納金口座振替日

ベルマーク委員会、 ベルマーク委員会

５時間授業 14:40下校 ６日（火）スクールカウンセラー来校日

２日（火）後期清掃班組織会、６時間授業 ７日（水）幼保小交流会

お話キャラバン（１・２年生） ９日（金）チビッ子オリンピック

３日（水）午前学習 12:40下校 １３日（火）６時間授業、

５日（木）学納金口座振替日 進路ガイダンス（６年生）

８日（月）体育の日 １４日（水）Sui６
９日（火）委員会活動 １５日（木）就学時健診（給食なし）

１０日（水）Sui６ １～５年生 11:15下校
１１日（木）児童対象音楽発表会、５時間授業 ６年生弁当持参

１２日（金）音楽発表会会場準備 １６日（金）算数テスト

１～４年生 14:40下校 ２０日（火）委員会活動

５・６年生 15:40下校 ２２日（木）ＪＳ授業研（給食あり、４時間授業）

１３日（土）音楽発表会 ２３日（金）勤労感謝の日

１５日（月）振替休業日 ２７日（火）クラブ活動

１６日（火）クラブ活動、教育相談～ 10/26 ２８日（水）Sui６
１９日（金）のびのびタイム ３０日（金）のびのびタイム

２２日（月）読書週間 《１０月》

２３日（火）国語テスト、委員会活動 ２７日（土）ＰＴＡバザー

スクールカウンセラー来校日 ２９日（月）体位測定

２４日（水）午前学習 12:40下校 ３０日（火）クラブ活動

２６日（金）マラソン大会 ３１日（水）Sui６

おめでとう桔梗っ子の活躍！
◇第１４回俳句のまち八戸学生俳句大会 ◇市川地域少年親善スポーツ大会

・秀逸 １年 沢田廉都 ・優秀選手賞 ６年 三上雛菜

・佳作 １年 石倉颯 ◇八戸市歯科保健図画ポスターコンクール

◇第１６回八戸市学童野球大会 ・銀賞 １年 小笠原莉希

・準優勝 桔梗野バイオレッツ ◇第５６回八戸市内小学生陸上競技会

・敢闘賞 ６年 吉田幸輝 ・男子 1500ｍ 第１位 ６年 古川隼

◇第４７回八戸学童水泳大会 ・男子 1500ｍ 第３位 ６年 生駒大悟

・バタフライ第３位 ５年 向谷地圭輔 ・女子 800ｍ 第２位 ６年 藤ヶ森祐奈

・自由形 第５位 ５年 向谷地圭輔 ・女子 800ｍ 第６位 ６年 上ノ原実咲

◇第３７回都市ガス「習字・ポスター展」 ・男子 400ｍ 第１位 ６年 小栗進之介

・団体賞 第１位 桔梗野小学校 ・男子 400ｍ 第３位 ６年 藤ヶ森悠成

・個人賞 最優秀賞 １年 道地麗太 ・男子 200ｍ 第３位 ６年 木村勇大郎

秀作 １年 江刺家逞斗 ・男子 100ｍ 第３位 ６年 河田聡太

秀作 １年 河原木晴幹 ・女子 400ｍ 第２位 ６年 三上雛菜

秀作 １年 杉村里菜 ・女子走幅跳び第３位 ６年 大宮心彩

秀作 １年 栁沢賢央 ・女子走幅跳び第３位 ５年 一ノ澤鈴音

秀作 １年 山本奏斗 ・男子走幅跳び第５位 ６年 木村惇暉

秀作 １年 石倉颯 ・男子走幅跳び第５位 ６年 後藤零偉

秀作 １年 深畑日菜子 ・男子走高跳び第１位 ６年 吉田幸輝

・女子走高跳び第６位 ６年 向井陽菜



アンケートのご協力ありがとうございました（Ｈ３０・７実施）。結果と学校運営に関わるご意見に

ついてお知らせいたします。

【学校教育について】

各対象の左欄は４（あてはまる）または３（おおむねあてはまる）の割合

右欄は２（あまりあてはまらない）または１（あてはまらない）の割合

観 点 《 項 目 》 児 童 ％ 保護者％ 教職員自己評価％

１ 学校は、わかりやすい授業づくりに努めている。 ９０ ９ ８７ ６ ９４ ６

２ 児童は、漢字計算テストに向けて勉強している。 ８８ １０ ６７ ３１ ９４ ０

３ 家庭学習(宿題プリント等)の点検・サインをしている。 ８３ １５ ８６ １４ ７５ １９

４ 児童は、話す速さや順序をくふうして分かりやすく話している。 ８８ １２ ７６ ２１ ９４ ６

５ 児童は、自分の考えと比べながら聞いている。 ８８ １０ ７３ ２５ ７５ ２５

６ 児童は、週末に読書をしている。 ８６ １３ ６６ ３１ ８１ １３

７ 児童は、友達と仲良くしている。 ９１ ６ ９５ ３ 100 ０

８ 「早寝・早起き・朝ごはん」が守られている。 ８９ ９ ８９ １１ ８１ １９

９ 児童は、約束や決まりを守っている。 ９２ ８ ９０ ９ ７５ ２５

１０ 児童は、あいさつや返事をしている。 ９２ ８ ８８ １２ ７５ ２５

１１ 児童は、忘れ物がないように気を付けている。 ９０ ９ ７９ ２０ ８１ １９

１２ 児童は、身の回りの整理整頓をしている。 ９０ ９ ５２ ４６ ８１ １９

１３ 児童は、時間を守って生活している。 ８５ １４ ７３ ２６ ９４ ６

１４ 児童は、週１回以上運動している。 ９４ ５ ８３ １６ ８８ １２

１５ 学校は、授業参観や学校行事を適切におこなっている ８９ １１ ９６ ２ ９４ ６

１６ 30年度の学校目標はわかりやすい。 ９４ ４ ８８ ６

１７ 学校は、お子さんのよさを認めることに努めている ８８ ８ ８９ ６ ９４ ６

１８ 学校は、おたよりやブログを通して家庭に情報提供している。 ９５ ３ 100 ０

１９ 学校は、保護者の意見に耳を傾けている ８５ ７ ８５ ７

２０ 学校は、安全指導・訓練、いじめ防止対策を行っている。 ８５ ７ ９１ ６ ９１ ６

【考察】

緊急性のある大きな問題が見当たらず、概ね良好なアンケート結果となりました。

特によかったのは「７友達と仲よくしている」で、児童・保護者・教職員ともに肯定的評

価が９０％を超えました。また、昨年度末のアンケートでよくなかった「８早寝・早起き・

朝ごはん」は、だいぶ改善されて肯定的評価９０％まであと少しになりました。

例年三者の間でズレが生じる「２漢字・計算テストに向けた勉強」「６週末読書」の２項

目のうち、読書に関する評価は保護者と教職員のずれが４０％から１５％へと改善されまし

た。今後も、児童が読書に向かうようなご家庭の環境作りにご協力くださるようよろしくお

願いします。

これら、量的調査では数値に目が行きがちですが、少数だったとしても否定的評価の回答

をした人にも目を向けなければなりません。これからもアンケートから見えた課題を解決す

るとともに、一人一人を大切にした教育活動を推進していきたいと思います。よろしくお願

いします。



○走ることが苦手だったのですが、週２回のマラソンタイムのおかげで、友達と一緒に走る

ことにより、楽しみながらも自信をつけているようです。

○いつも楽しくブログを拝見させていただいております。学校での様子がわかり、子供との

会話の話題になります。更新大変かと思いますが、これからも続けてください。

○これから部活動が保護者中心へと移行しますが、保護者同士が協力してできる体制を作れ

るよう、保護者同士が協力してできる体制を作れるよう、保護者も頑張りたいと思います。

○一つ一つの行事に対して、こういう目標があり、子供たちはこれに向けて頑張っていると

いうことが明確になっていて伝わりやすいと思います。

○のびのびタイムや桔梗タイムが楽しいようで、よい取組だなと思います。

●先生たちが「くん」「さん」と呼んでいて、子供たちとの距離を感じる。時代の流れなの

かとさみしく思います。

人権への配慮から、教員は児童に対する「呼び捨て」をしないことにしています。いじ

め全盛の９０年代後半から、子供の呼び方に気を配る重要性が改めて注目されました。「さ

ん」「くん」付けで、子供どうしのトラブルが減ったという報告や子供の心が穏やかにな

るという研究結果もあります。どうぞ、ご理解ください。

●子供は、学校の言い分を絶対だと考えている。親にも意味と訳があるのに聞いてくれない。

学校にも臨機応変に対応して欲しい。

このような場面は、どの家庭でも見られるのではないでしょうか。学校と家庭のやるこ

とに大きな違いが生じないことが理想なのですが、どうしても違った場合はどうぞご遠慮

なく学校に連絡をしてください。決して、学校も自分たちのやっていることが絶対だとは

考えておりません。「子供のより良い成長」という同じ目的に向かって力を合わせていき

たいと思います。

●自主学習で好きな教科ばかりやります。苦手な教科もやるように言っていただけると助か

ります。

自主学習の主な目的は「家庭での学習習慣を身に付けさせること」と「自分で学習する

ことを見つけること」になります。各学年では、どんな自主学習に取り組めばよいかを指

導しています。ただ、効果を求めると苦手な教科が中心になるし、やる気を大切にすると

好きな教科ばかりになるという二律背反の関係になります。バランスよく進めていけるよ

う、家庭でも声がけをお願いします。

●１・２年生で放課後、自転車を普通に乗っている子がいます。３年生までは道路を乗ってはいけないと

いうことが、その子たちにしっかり伝わっていないのでしょうか？

ご指摘の通り、桔梗野小学校では１・２年生は道路を自転車に乗ってはいけないことになっています。

決まりが徹底するように、職員一丸となって指導を続けていきます。これからも、気になる点があれば

お知らせください。よろしくお願いします。

＊貴重なご意見等ありがとうございました。今後の教育活動に生かしてまいります。アンケートに回答し

てくださった全ての保護者の方に感謝申し上げます。


